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　　訳文はこれにしたがうものではない。 Karl Marx, FriedrichEngels, Manifest der
　　Kommunistischen Partei,in:Institutfur Marxismus-Lenismus beim ZK der SED,























































































































































を展開したにの点についてはBeckel 1965, S. 9 ff｡およびE. Ritter1954,
S. 109 ff.参照)。[ここで]ふれておくべきは，中央党が社会主義者鎮圧












































(Herkner 1922, Bd. 2, S. 185)。｢内政を動かしてゆこうと意欲する者はだ
れでも，まず国民，祖国，国境を安全にせねばならないし，国民の力に配
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